
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
２
０
２
１
年
秋
季
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

▼
巻
頭
言
で
は
、「
当
機
構 

改
革
に
向
け
発
進
」
と
し
て
改
革
プ
ラ

ン
の
主
な
取
り
組
み
や
成
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
従
前

の
枠
組
み
の
中
で
し
か
で
き
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
も
の
を
、
課

題
の
克
服
を
念
頭
に
、
国
や
他
法
人
の
事
例
を
参
考
に
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
当
機
構
自
ら
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

▼
本
号
の
特
集
乗
船
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
乗
船
記
事
で
は
な

く
、
新
企
画
の
御
船
印
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
近
距
離
で

の
東
京
湾
一
周
の
旅
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
れ
ば
、

日
本
全
国
の
御
船
印
の
旅
に
繰
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
今
年
度
上
半
期
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト「
九

州
新
幹
線
の
レ
ー
ル
が
つ
な
が
る
」（
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）、
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
工
事
記
録
映
像
の
初
公
開
、
㈱

ユ
ー
グ
レ
ナ
社
と
の
連
携
協
定
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
今
ま
さ
に
札
幌
に
向
け
て
ト
ン
ネ
ル

掘
削
中
の
北
海
道
新
幹
線
の
小
樽
鉄
道
建
設
所
の
現
状
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。

▼
最
近
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
が
劇
的
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
が
変
化
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

個
人
的
に
は
、
速
や
か
な
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
か
ら

の
脱
却
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

▼
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
「
２

回
目
の
春
」
が
示
し
て
い
る
家
族
で
お
出
か
け
で
き
る
環
境
が
楽
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
に
戻
っ
た
時
に
、鉄
道
や
船
舶
が「
旅
」

を
支
え
る
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
が
見
直
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
が
実
施
す
る
各
種
事
業
へ
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
今
回
ご
紹
介
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
今
後
も

当
機
構
事
業
と
関
係
す
る
「
珍
し
い
」「
今
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
画
像
を
随
時
、
公
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
宛
先
は
当
機
構
Ｈ
Ｐ
（
広
報
課

メ
ー
ル
窓
口
）に
投
稿
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
（
広
報
課
長
）
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My 
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Train
私のイチ押し、すてきな列車

［36ぷらす3と新しい長崎駅］

ある晴れた夏の日、ご縁をいた
だきJR九州 ｢36 ぷらす 3｣ 試乗
会と西九州新幹線長崎駅の見学会
へ。以前訪れたのは在来線ホーム
がまだ地上にあった頃でした。
36ぷらす 3が高架になったホー

ムに入線……、あれ、雰囲気がまるっ
きり違う！　初めて来たような感覚に
なりました。天井が高く、新幹線ホー
ムへとつながっています。その新幹
線側の駅舎は今まさに造り上げてい
る最中で、その一角では、地元の
子どもたちにガラスピースを用いて
枠の中に自由に配置してもらい、そ
れをもとにガラススクリーンを完成
させるといった取り組みもなされる
そうです。県外だけでなく地域と結
び付きのある新駅舎になると期待が
高まります。
一番印象的だったのは、新幹線

ホームから見える長崎湾。車止めの
向こうには大きく遮るものがありませ
ん。さすがは日本最西端の新幹線駅
といった眺め。一方で駅前側を見る
と、クリーム色と緑色の路面電車が
ゆっくり走っていきます。あぁ良かっ
た、私が知っている長崎駅です。
街に生き、鉄道の未来に生きる西
九州新幹線の長崎駅。2022（令和
４）年秋頃のデビューが楽しみです。

長崎駅の外観完成予
想パース図（上）と長
崎駅のホーム完成予
想パース図（左）

建設中の長崎駅の外観（撮影：令和3年7月）

建設中の長崎駅のホーム（撮影：令和3年7月）

文

斉藤雪乃
（タレント）

　36ぷらす3は、JR九州在来線特急の主力
車両である787系電車を改造したD&S（デザ
イン＆ストーリー）列車。コンセプトは「九州
のすべてが、ぎゅ―っと詰まった“走る九州”
といえる列車」。5日間かけて九州7県を反時
計回りに巡るコース設定となっている。
　車両レイアウトは、1号車から3号車までは
個室、5、6号車は座席タイプの客室である。
また、3号車は17年ぶりにビュッフェが復活し
た。4号車はマルチカーとして、車内での体験
やイベントなどに活用されている。

（写真提供：JR九州）

個室タイプの1号車 イベント等に利用される4号車 座席タイプの6号車

里信号場・肥前大浦
駅間を走行する「3

6ぷらす3」

編

集

後

記


